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�ematic Exhibition

Researching and Conserving Artifacts 
of Early Japanese Christianity

�e present exhibition features artifacts related to 
Christianity in Japan from the early modern period. �e 
religion was introduced to Japan in the mid-1500s by 
European missionaries, but it was outlawed at the 
beginning of the Edo period (1603–1868). On display are 
objects from the 1500s onwards, mainly those that had 
been stored at the Nagasaki Magistrate’s O�ce in 
southern Japan. �ese include items that were con�scated 
from Christians all around Nagasaki, as well as images 
known as fumi-e, which were used by the Edo-period 
government to identify Christians for persecution.
       Additionally, this exhibition also introduces the 
research and conservation e�orts that have been carried 
out on these artifacts in recent years. Along with scienti�c 
analyses of fumi-e, we have also improved upon the 
conservation measures and storage environments for 
rosaries and labels that display the names of the objects’ 
previous owners. By considering these religious objects of 
the time, we hope that you can also understand how we 
have approached the conservation of these artifacts.
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長崎奉行所
キリシタン関係資料

江戸幕府がキリスト教を禁じて以降、とりわけ長崎の信徒は長崎奉行所
によって厳しい取り締まりを受け、その宗門蔵には押収された品々や、
禁制政策に使用された踏絵などが保管されました。明治以降、これらは
長崎県に引き継がれたものの、当時取り扱いに苦慮した県から国の教部
省へ移管が申し出られ、内務省社寺局を経て当館に収蔵されました。

キリストなど信仰の対象を踏ませること
で、信徒でないことを証明させることを
絵踏または踏絵といいます。初期は紙製
だったようですが、耐久性を高めるため
押収品のプラケットを板に嵌

は

めた板踏絵
が考案されます。さらに奉行所は鋳物師
萩
はぎ

原
わら

祐
ゆう

佐
さ

に真鍮製の踏絵 4種 20 枚を制作
させ、これらは九州各地で使用されました。

踏絵の科学分析
─X線CT撮影と蛍光X線分析

分析手法の紹介

一説には、20 枚が一日で鋳
ちゅう

造
ぞう

されたと伝えられる真鍮製の踏絵。現存する 19 枚について、材質技法を調査する
ためX線 CT撮影と蛍光X線分析を実施しました。CTでは、おおむね下部から上部に向けて一度で鋳造したこ
と、鋳

い

損
そん

じた部分に嵌
はめ

金
がね

を施したことがわかりました。蛍光X線分析では、いずれも亜鉛が 2割程度含まれた、
真鍮や黄銅とよばれる銅合金製であることが確認できました。

X線 CT撮影
物質を透過する性質をもつ
X線で文化財を数多くの方
向より撮影し、透過度の違
いをコンピューターで計算
することで立体的な 3D
データを得ることができま
す。白黒のコントラストで
表わされ、X線を通しにく
い材質ほど白く写ります。

蛍光X線分析
X 線が照射された素材から
放出される蛍光 X線を測
定します。大型のマイクロ
XRF 分析装置では元素の
マッピングが可能で、その
分布状態を知ることができ
ます。特定の元素が任意に
色分けされ、左の画像は
色味が明るいほど比率が
高いことを意味します。

◎ マリア観音像　
The Bodhisattva Kannon as the Virgin Mary
中国 徳化窯　明～清時代・17 世紀　 
長崎奉行所旧蔵品　（安政 3 年長崎奉行所に収納）　C-600

◎ 聖母像 
（親指のマリア）　

Madonna of the Thumb
イタリア　17 世紀　 
長崎奉行所旧蔵品　C-698

X線 CT撮影

下方の四角い輪郭は嵌金とみられます

右方の黒い部分は鋳造時に生じた
隙間とみられます

蛍光X線分析

赤い色は銅の
濃度を表わし
ます

銅の濃度分布図

青い色は亜鉛
の濃度を表わ
します。下方の
嵌金は成分比
が異なること
がわかります

亜鉛の濃度分布図禁制政策に
使用された踏絵

キリシタン信仰史略年表
和暦 西暦 事項

天文 18 年 1549 イエズス会宣教師フランシスコ・ザビエルが来日し、キリスト教の布教を開始
天正 10 年 1582 キリシタン大名大友宗麟、有馬晴信、大村純忠が天正遣欧使節として 4 名の少年を派遣
天正 15 年 1587 豊臣秀吉がバテレン追放令を発布し、宣教師の国外退去を命じる
慶長 元 年 1596 長崎でフランシスコ会士ら 26 名が処刑される（二十六聖人の殉教）
慶長 17 年 1612 徳川幕府（以後、幕府）が直轄地にキリシタン禁教令を発布、翌年全国へ拡大
慶長 18 年 1613 伊達政宗が慶長遣欧使節として支倉常長を派遣
元和 5 年 1619 京都でキリシタン 52 名が処刑される（京都の大殉教）
元和 8 年 1622 長崎で宣教師ら 55 名が処刑される（長崎の大殉教）
元和 9 年 1623 江戸で宣教師ら 50 名が処刑される（江戸の大殉教）
寛永 5 年 1628 この頃、長崎奉行所が絵踏を開始する
寛永 12 年 1635 幕府が寺社奉行を設置。この頃、寺請が全国的に実施される
寛永 14 年 1637 益田時貞（天草四郎）による一揆が起こり、翌年鎮圧される（島原・天草一揆）
寛永 16 年 1639 幕府が「鎖国令」（いわゆる第五次鎖国令）を発布し、「鎖国」体制が完成
寛文 9 年 1669 長崎奉行所が鋳物師萩原祐佐に命じて真鍮製の踏絵 20 枚を制作

宝永 6 年 1709 屋久島で捕らえられたイタリア人宣教師シドッチを江戸で新井白石が尋問
正徳 5 年（1715）頃、新井白石はその内容を『西洋紀聞』としてまとめる

寛政 2 年 1790 長崎浦上でキリシタンが検挙される（浦上一番崩れ）
天保 13 年 1842 長崎浦上でキリシタンが検挙される（浦上二番崩れ）
安政 3 年 1856 長崎浦上で惣頭の吉蔵らキリシタンが検挙される（浦上三番崩れ）
慶応 3 年 1867 長崎浦上でキリシタンが検挙される（浦上四番崩れ）
明治 元 年 1868 翌年にかけて、明治政府が浦上のキリシタン約 3,400 人を各地に配流
明治 6 年 1873 キリシタン禁制の高札撤去。配流されたキリシタンが浦上へ帰還

明治 7 年 1874 長崎県が教部省に旧長崎奉行所宗門蔵保管キリシタン資料の移管を申し出る
明治 12 年（1879）、内務省社寺局を経て博物館（現東京国立博物館）が収蔵

銅製

銅製

◎ 板踏絵　キリスト像（ピエタ）　
Image to Trample On (Fumi-e): Christ (Pietà)
江戸時代・17 世紀　 
長崎奉行所旧蔵品　C-717

◎ 銅牌　ピエタ　
Medallion: Pietà
ヨーロッパ　16～17 世紀　 
長崎奉行所旧蔵品　C-710

◎ 踏絵　キリスト像（ピエタ）　
Image to Trample On (Fumi-e): Christ (Pietà)
江戸時代・17 世紀　長崎奉行所旧蔵品　C-1013

真鍮製

中ほどの段層

表面近くの段層

◎ キリスト像　
Christ
ヨーロッパあるいはアジア　 
16～17 世紀　 
長崎奉行所旧蔵品　C-685


